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第１章 業務の概要 

 

１－１ 業務の背景と目的 

大庄西中学校の跡地では、令和 8年度のオープンに向けて、（新）南の口公園とコミュニ

ティスペースの整備が進められています。 

新しい公園が目指しているのは、行政だけで管理する公園ではなく、地域のみなさんと行

政が一緒になって育てていく「協働型公園」です。子どもたちが安心して遊び、大人もゆっ

くり過ごせること。イベントを楽しむだけでなく、日々の暮らしのなかで自然に人が集まり、

顔の見える関係が生まれること。そんな「みんなの居場所」となることを目指しています。 

これまでにも、地域のみなさんと一緒に、公園の使い方を考えるワークショップやサポー

ター会議、社会実験などを重ねてきました。今年度は、こうした取り組みをさらに一歩進め、

新しい公園の運営に関わる仲間や仕組みをつくるとともに、現在の南の口公園でのお別れ

イベントや、新しい公園のオープニングイベントについて話し合いました。 

本業務では、会議やイベントの企画・運営、ルールづくり、情報発信などを支援しながら、

地域のみなさんがそれぞれのペースで公園に関わり、一緒に育てていける体制づくりを進

めました。 
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１－２ 今年度の取り組みとスケジュール 

今年度は、新しい公園の運営体制づくりを進めながら、現在の南の口公園で開催する

「お別れ会」の企画や、新しい公園のオープニングに向けた話し合いを重ねました。あわせ

て、ニュースレターやホームページを通じて、活動の様子を地域のみなさんにお知らせしま

した。 

 

 

2025 年 

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

2026 年 

1 月 2 月 3 月 

業務開始・準備 ●           

サポーター会

議 
    ●  ● ● ● ● ● 

運営体制・ルー

ルづくり 
 ● ● ●    ● ● ●  

お別れ会の企

画・準備 
    ● ● ● ● ● ● ● 

お別れ会の開

催 
          ● 

オープニング

イベントの検

討 

        ● ● ● 

ニュースレタ

ー・ホームペー

ジによる情報

発信 

    ● ● ● ● ● ● ● 

活動の振り返

り・報告書作成 
         ● ● 

※2025年 5月から 12月、2026年 1月から 3月までの取り組みを示しています。 

※「●」は、各取り組みを実施した時期を示しています。 
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第２章 これまでの取り組み 

 

２－１ 整理の目的 

（新）南の口公園に向けた取り組みは、今年度

から始まったものではありません。旧大庄西中学校

の跡地活用を考えるところから、地域のみなさんと

の話し合いや社会実験を重ね、少しずつ新しい公園

の姿をつくってきました。 

 

２－２ これまでの取り組みについて 

（1）これまでの取り組みのふりかえり 

 

2021 年度 跡地の使い方を考える 

旧大庄西中学校の跡地をどのような場所にしていくのかを考える「大庄未来につなぐま

ちづくりワークショップ」を開催しました。地域団体や子育て世代、子ども会、PTA、公募

で集まったみなさんなど、さまざまな立場の人が参加し、地域に必要な場所や機能について

話し合いました。 

2022 年度 新しい公園の姿を考える 

「公園で何しよう？意見交換会」を 6 回開催しました。新しい公園でやってみたいこと

や、必要な設備、過ごし方などについて意見を出し合い、公園のゾーニングやイメージパー

スをつくりました。 

この話し合いを通じて、行政だけでなく地域のみなさんも関わりながら、公園を一緒に

育てていく「協働型公園」の考え方が共有されました。 

2023 年度 公園の使い方を試してみる 

「南の口公園サポーター会議」を 5 回開催し、新しい公園でやってみたい活動について

話し合いました。 

9 月には、地域のみなさんがやってみたいことを発表する「タコピッチ」を開催しまし

た。あわせて、子どもたちが参加できる T シャツペイントなども行い、公園の新しい使い方

を実際に試す機会となりました。 

2024 年度 地域のみなさんが企画・運営する 

引き続きサポーター会議を開催し、参加者が中心となって企画や準備を進めました。11

月の「タコフェス」では、新しい公園でやってみたい 5 つの企画を実施しました。 

さらに 3 月には、地域のみなさんの「自分たちでも企画を実施できるのではないか」と

いう思いから、「タコフェス夜市」が開催されました。飲食や音楽、ドッグランなどを通じ

て、世代をこえて楽しめる場が生まれました。 
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2025 年度 公園を一緒に運営する準備へ 

これまでの話し合いや社会実験を踏まえ、今年度は、公園を使うだけでなく、地域のみ

なさんと一緒に運営していくための準備を進めました。 

サポーター会議やコア会議を通じて、活動理念やルール、運営体制について話し合うと

ともに、現在の南の口公園のお別れ会や、新しい公園のオープニングイベントについて検討

しました。 

 

（2）最終計画として整理された整備内容 

地域のみなさんとの話し合いを重ねながら、（新）南の口公園の計画が少しずつ具体的に

なり、次のような公園として整備することがまとめられました。 

公園の中心には、のんびり過ごしたり、地域のイベントを開催したりできる芝生広場を

設けます。広場の近くにはステージや電源設備を配置し、みんなで集まる活動にも利用でき

るようにしました。また、スポーツや日常的な活動に使える多目的広場や、体育館と一緒に

利用できるバスケットコートも整備することになりました。 

子どもたちの遊び場は、幼児向けと児童向けのエリアに分け、新しいタコ遊具をはじ

め、ネット遊具やターザンロープなどを設置します。その間には、幅広い年齢の子どもたち

が一緒に楽しめる「みずの遊び場」を設けます。起伏のある築山や花木など、自然にふれら

れる場所も取り入れることになりました。 

そのほか、健康遊具、駐輪スペース、トイレ、休憩に使えるパーゴラなどを配置しま

す。また、災害時に利用できるマンホールトイレや手押しポンプ付きの貯水槽など、いざと

いうときに地域を支える設備も整備する計画です。 
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第３章 みんなで公園を育てるしくみづくり 

 

（新）南の口公園では、地域のみなさんと行政が一緒になって公園を育てていく「協働

型公園」を目指しています。そのためには、新しい公園の使い方を考えるだけでなく、オー

プン後の活動や運営を担っていく体制を整えることも必要です。 

本章では、サポーターとして関わってきた地域のみなさんが、新しい運営団体として活

動していくために、今年度どのような準備を進めたのかを紹介します。 

 

３－１ 組織化に向けた会議の実施概要 

今年度の組織化に向けた取り組みは、昨年度までサポーター会議に参加してきたメ

ンバーを基盤として進めました。 

昨年度の最後に開催した「タコフェス夜市」では、サポーター会議のなかでも特に

中心的に関わってきたメンバーが、主体となって企画・運営を担いました。今年度は、

こうしたコアメンバーと、その周囲で活動に関わってきたサポーターを含め、今後どの

ような組織をつくっていくのかを整理する必要がありました。 

そこで、まずはこれまで中心となって活動してきたコアメンバーに集まってもら

い、これまでの取り組みを振り返るとともに、現在感じていることや、今後の組織づく

りについて話を聞きました。 

その後、今年度は新しいメンバーを募集しながらサポーター会議を進めることにな

ったため、その動きと並行して、コアメンバーの構成も改めて整理し、コア会議を開催

しました。 

コア会議では、これまでのメンバーの経験や思いを大切にしながら、新しい参加者

も含めた体制づくりについて検討しました。また、活動理念の確認に加え、会則、公園

のルール、役割分担、年間活動スケジュールなど、運営団体の組織化に向けて必要とな

ることを、段階的に話し合いました。あわせて、次年度からの活動や組織の動きについ

ても確認しました。今年度に実施したコア会議の概要は、以下のとおりです。 

 

回 実施日 主な内容 

1 2025 年 

6 月 21 日（土） 

団体の現状把握、抱えている課題等に関するヒアリング 

2 7 月 19 日（土） 組織化に向けた検討、会則や銀行口座の必要性の確認 

3 8 月 30 日（土） 活動理念（たたき台）の確認・整理 

4 12 月 6 日（土） コア会議の役割やルールの検討、活動理念の決定 

5 2026 年 

1 月 17 日（土） 

ルールの検討、お別れ会のタイトルに関する協議 

6 2 月 7 日（土） ルールの決定、年間スケジュールの検討、会則の作成 

7 3 月 14 日（土） 年間スケジュールの検討 
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３－２ 活動理念の整理 

運営団体の組織化を進めるにあたり、まずは活動の目的や目指す方向性を言葉にし、関わ

る人たちの間で共有することが必要でした。そこで、活動理念を「たたき台をつくる」「サポ

ーター会議で意見を聞く」「コア会議で決定する」という 3つの段階で整理しました。 

 

第 1 段階 コアメンバーによるたたき台づくり 

まず、昨年度までサポーター会議に参加していたコアメンバーが集まり、これまでの取

り組みを振り返りました。そのうえで、公園やコミュニティスペースをどのような場として

育てていきたいか、どのような人たちが、どのように関われる場を目指すのかについて話し

合いました。 

話し合いから出てきた「みんなの居場所」「顔の見える関係性」「子どもが遊び育つ場」

「大人も学び合い成長できる場」「自分のペースで関われるひらかれた活動」といった言葉

をもとに、活動理念のたたき台をつくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 段階 サポーター会議での意見交換 

次に、第 1 回サポーター会議で、新しく参加したメンバーも交え、活動理念のたたき台

について意見を出し合いました。 

話し合いでは、次のようなことを大切にしたいという意見が出されました。 

• 安心して遊べる、安全な場所であること  

• 世代や立場をこえてつながれること  

• 誰もが無理なく、自分のペースで関われること  

• （新）南の口公園ならではの特徴を持つこと  

• 日常の居心地と、特別な活動のワクワクが両立すること  
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特に、子どもを持つ親にとって、信頼できる人の目があることや、それぞれが無理のな

い範囲で参加できること、多様な人が関わり続けられる場であることが大切だという意見が

共有されました。 

 

 

第 3 段階 コア会議での決定 

最後に、サポーター会議で出された意見をコア会議で改めて整理し、活動理念を次のよ

うに決定しました。
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３－３ 団体会則の検討 

運営団体として継続的に活動していくためには、活動理念を共有するだけでなく、団体

の基本的なルールを整えることも必要です。そこで、団体会則について、2 つの段階に分け

て検討しました。 

第 1 段階では、7 月にコアメンバーによる会議を開き、組織化に向けて何が必要なのか

を整理しました。団体の形や役割分担、意思決定の方法、会計や団体口座の扱いなど、会則

をつくるうえで基本となる内容を確認しました。 

このとき、会則を事務局が一方的に決めるのではなく、これから団体を担っていくメン

バー自身が考え、つくっていくことを大切にするという考え方も共有しました。 

第 2 段階では、団体のメンバーが会則案のたたき台を作成し、事務局がその内容を確認

しながら、必要な助言を行いました。 

具体的には、団体の目的が活動理念と合っているか、会員をどのような範囲とするか、

役員や事務局がどのような役割を担うかなどについて確認しました。そのほか、役員の任

期、会計年度、会則を変更する場合の進め方、団体を解散する場合の財産の扱いなどについ

ても、今後整理しておきたい点を共有しました。 

あわせて、団体名義の口座を開設するために必要となる書類や体制についても確認しま

した。 

 

３－４ 年間活動スケジュールの検討 

2 月と 3 月のコア会議では、次年度のサポーター会議、コア会議、イベントなどを年間

活動スケジュールとして整理しました。 
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３－５ 新たな運営団体の運営スキームの検討 

（1）公園利用の考え方 

公園の利用は、「日常利用」と「イベント利

用」に分けて考えました。 

日常利用では、散歩やピクニック、ボール遊

び、バスケットボール、遊具遊びなどを、一定の

ルールやマナーを守りながら自由に楽しむことを

基本とします。 

イベント利用では、マルシェや音楽、スポー

ツ、ドッグランなどを、地域のみなさんと行政が

相談しながら企画・実施します。そのほか、防災、昔遊び、クラフト、植物観察、読み聞か

せなど、さまざまな活動の可能性についても確認しました。 

 

 

（2）イベント展開とサポーター会議の役割 

小さな活動を不定期に行いながら、年に 1 回

以上は、さまざまな人や団体が協力するイベント

を開催することを想定しています。 

サポーター会議は、日頃の活動を共有し、地

域のニーズに合った企画や公園のルールについて

話し合う場として位置づけました。 

 

 

（3）組織体制の考え方 

これまでの「サポーター」

の活動は、今後「タコベース」

という名称で再整理し、コアメ

ンバーが中心となって、全体の

企画、広報、会計などを担うこ

とを想定しています。 

一方で、活動を運営する人

と公園を利用する人を明確に分

けるのではなく、それぞれが重

なり合いながら、自分に合った

形で公園に関われる、ひらかれ

た運営を目指します。  
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第 4 章 社会実験の実施支援 

 

４－１ 社会実験の位置づけ 

 

（新）南の口公園では、地域のみなさんが主体となって公園を活用し、さまざまな活動

を広げていくことを目指しています。これまでにも社会実験を行い、夜間のイベントや

音の出る活動などを試しながら、公園の使い方やルール、周辺への配慮について考えて

きました。 

一方で、イベントの規模が大きくなるにつれて、地域のみなさん、行政、関係者が役割

を分担し、連携して運営することが必要となる場面もありました。 

そこで今年度は、イベントの開催だけを目的とするのではなく、関係する人たちが無理

なく役割を分担し、企画・準備・運営に関われる方法を検討することを重視しました。

また、その過程で見えてきた課題を、今後の運営団体づくりや公園のルール、運営方法

に活かすことも目的としました。 

本章では、サポーター会議での話し合いから、広報、関係者との調整、役割分担、当日

の運営までの流れを振り返り、社会実験を通じて見えてきた成果と今後の課題を整理し

ます。 

本社会実験の位置づけは、以下のとおりです。 

 

  

位置づけ 

・地域住民が自分たちの規模感で無理なく企画・運営に関われるかを検証する機会 

・イベントの実施そのものに加え、企画・準備・運営の過程で見える課題を把握する

機会 

・見えてきた課題を、今後の運営団体の組織づくりや公園利用ルール、運営のあり方

に反映するための機会 
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４－２ サポーター会議による企画・準備のプロセス 

 

今年度の社会実験に向けた企画・準備は、サポーター会議での話し合いを重ねなが

ら、段階的に進めました。話し合いでは、大きく 2 つのテーマを取り上げました。 

一つ目は、長年にわたって地域のみなさんに親しまれてきた現在の南の口公園に感謝

を伝え、みんなで見送る「お別れ会」の開催です。 

二つ目は、（新）南の口公園のオープン後を見据えた企画づくりです。今年度中の実

施には至りませんでしたが、次年度のオープニングイベントに向けて、必要なことや、

やってみたいことを整理しました。 

第 1 回のサポーター会議では、これまでの取り組みを振り返り、新しい公園の活動理

念について話し合いました。第 2 回から第 4 回では「お別れ会」の企画を具体化し、第 5

回と第 6 回では、新しい公園のオープニングイベントについて意見を出し合いました。 

このように、今年度のサポーター会議では、現在の公園の締めくくりと、新しい公園

の始まりの両方を見据えながら、企画と準備を進めました。 

 

サポーター会議などの実施状況は、次のとおりです。 

回 日時 内容 

1 2025 年 9 月 20 日（土） 

15:00〜17:00 

これまでの振り返り 

活動理念の検討 

2 2025 年 11 月 1 日（土） 

14:00〜16:30 

お別れ会の企画検討１ 

3 2025 年 12 月 6 日（土） 

14:00〜16:30 

お別れ会の企画検討２ 

4 2026 年 1 月 17 日（土） 

14:00〜16:30 

お別れ会の企画検討３ 

5 2026 年 2 月 7 日（土） 

14:00〜16:30 

オープニングイベントに向けた企画検討１ 

6 2026 年 3 月 14 日（土） 

14:00〜16:30 

オープニングイベントに向けた企画検討２ 

7 2026 年 3 月 20 日（金・祝） 

10：00-17：00 

※予備日：3 月 22 日（日） 

お別れ会の開催 
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４－３ 社会実験当日の実施概要 

 

（１）概要 

「現南の口公園お別れ会」は、2026 年 3 月 20 日（金・祝）10 時から 17 時まで、現

南の口公園で開催しました。 

本企画は、地域のみなさんに長年親しまれてきた公園へ感謝を伝え、これまでの思い

出を振り返りながら、新しい公園へ気持ちをつなぐ機会として実施しました。また、地

域住民が主体となり、無理のない規模で企画・運営できるかを確かめることも、社会実

験の重要なテーマでした。 

当日は、サポーターを中心に、タコ遊具へのペイント、展示、ステージ、体験、飲

食・物販などのプログラムを行いました。総来場者数は約 2,000 人にのぼり、子どもか

ら高齢者まで幅広い世代が来場しました。このことから、現南の口公園が多くの地域住

民に親しまれてきたことや、公園との別れに対する地域の関心の高さを確認することが

できました。 

 

（２）実施プログラム 

当日は、主に以下の 4 つの柱でプログラムを実施しました。 

 

1）タコ遊具ペイントプログラム 

南の口公園のシンボルとして親しまれてきたタコ遊具に、思い出や感謝を込めたメッセ

ージや絵を描く参加型プログラムを実施しました。来場者がそれぞれの記憶を表現し、公

園で育まれてきた時間を共有する機会となりました。 

 

2）展示とステージのプログラム 

公園の歴史年表や写真を展示し、来場者が当時の思い出を書き込めるコーナーを設けま

した。ステージでは音楽ライブなどを行い、公園で過ごす最後のひとときを多くの人と共

有しました。 

 

3）飲食・物販のプログラム 

飲食や物販、ゲーム、キッチンカーなどの出店を行いました。食べる、遊ぶ、語り合う

ことを通じて自然に交流が生まれ、みんなで公園との節目を共有する場となりました。 

 

4）凧づくりプログラム 

タコ遊具にちなんだ凧づくりを実施しました。参加者が自由に絵を描き、自分だけの

凧をつくる内容とし、あわせてタコをモチーフにした遊びも行いました。子どもを中心

に、見る・つくる・遊ぶことを一体的に楽しめる体験となりました。 
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４－４ アンケート調査と結果 

（1）アンケート調査の概要 

社会実験当日は、来場者の年齢や居住地、参加のきっかけなどを把握するため、会場

内にアンケートボードを設置し、回答を呼びかけました。 

また、時間帯ごとの来場者数を集計しました。12 時、15 時、17 時は実測し、それ以

外の時間帯は会場の状況をもとに推計した結果、当日の総来場者数は約 2,000 人となり

ました。 

 

総来場者数：約 2,000人 

 

▲時間ごとの来場者数の集計（12時、15時、17時は実測値、その他の時間は予想値） 

 

 

（2）来場者の傾向 

年齢では、「19 歳以下」が 75 人（34.9％）と最も多く、次いで「40 代」が 36 人

（16.7％）、「30 代」が 27 人（12.6％）でした。子どもと、その保護者にあたる世代の来

場が多かったことがうかがえます。 

居住地では、「大庄地域内」が 112 人（64.4％）、「尼崎市内」が 37 人（21.3％）、「尼

崎市外」が 25 人（14.4％）でした。大庄地域内と尼崎市内を合わせると 85.7％となり、

地域住民を中心とした催しであったことが分かります。 

また、南の口公園が新しくなることを知っていた人は 149 人（98.0％）で、来場者の

多くが公園の更新について認識していました。 

 

（3）参加のきっかけ 

参加のきっかけでは、「チラシ」が 60 人（36.8％）と最も多く、次いで「回覧板」が

34 人（20.9％）、「知人の紹介」が 25 人（15.3％）、「町内の掲示板」が 17 人（10.4％）

でした。 
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一方、「SNS」は 9 人（5.5％）、「尼崎市ホームページ」は 2 人（1.2％）にとどまりま

した。今回のような地域密着型の催しでは、チラシや回覧板、掲示板、口コミなど、地

域の日常的なつながりを通じた周知が有効であったことが分かります。 

 

 

年齢を教えてください 

  計 割合 

19 歳以下 75 34.9 

20 代 14 6.5 

30 代 27 12.6 

40 代 36 16.7 

50 代 19 8.8 

60 代 13 6.0 

70 代 18 8.4 

80 代以上 13 6.0 
 215 100 

 

居住地を教えてください 

  計 割合 

大庄地域内 112 64.4 

尼崎市内 37 21.3 

尼崎市外 25 14.4 
 174 100.0 

 

何を見て参加されましたか？ 

  計 割合 

チラシ 60 36.8 

回覧板 34 20.9 

町内の掲示板 17 10.4 

知人の紹介 25 15.3 

尼崎市ホーム

ページ 
2 1.2 

SNS 9 5.5 

その他 16 9.8 
 163 100.0 

 

 

南の口公園が新しくなることはご存知ですか？ 

  計 割合 

はい 149 98.0 

いいえ 3 2.0 
 152 100.0 

 

（4）結果から見えること 

アンケート結果から、近隣に住む子どもや保護者世代を中心に、多くの地域住民が来

場したことが確認できました。近隣の小学校へのチラシ配布や回覧板など、地域に根差

した周知が参加につながったと考えられます。 

また、来場者のほとんどが公園の更新を知っていたことから、南の口公園の整備に対

する地域の関心の高さもうかがえます。 

以上から、本社会実験は、南の口公園に関心を持つ地域住民の参加を促し、現公園へ

の感謝や思い出を共有する、地域に開かれたお別れの場となったと考えられます。今

後、地域外の人にも活動を広げていく場合は、紙媒体や口コミを基本としながら、ホー

ムページや SNS をどのように組み合わせるかについても検討が必要です。 
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第５章 オープニングイベントに向けた準備支援 

 

５－１ オープニングイベントの位置づけの再整理 

 

（新）南の口公園とコミュニティスペースの供用開始に向けて、令和 8 年度に開催する

イベントの位置づけを整理しました。 

検討の結果、イベントは開園を祝うだけでなく、新しい公園の使い方を地域とともに考

え、今後の運営につなげる機会とすることを確認しました。また、地域住民や運営団体が主

体的に関わる「地域協働型イベント」の第 1 回として、今後の活動のモデルをつくることも

重視しました。 

企画・準備を通じて、サポーター、コアメンバー、行政の役割分担や意思決定の方法を

試し、今後の運営体制づくりにつなげます。 

このように、イベントの位置づけを、単なる「開園を祝う場」ではなく、「地域協働によ

る公園運営の出発点」として整理しました。 

 

５－２ 開催時期の検討 

 

開催時期については、2 月のサポーター会議で複数の案を比較し、その意見をもとにコ

ア会議で検討しました。3 月のサポーター会議では、検討結果を共有し、今後の方向性を確

認しました。 

公園の供用開始は 4 月から 5 月頃を予定していますが、芝生広場は養生のため、全面的

に利用できるのは 7 月下旬以降となる見込みです。また、地域住民や運営団体が主体となる

イベントを実施するためには、十分な準備期間も必要です。 
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オープニングイベント開催時期の比較 

開催案 主なメリット 主なデメリット 検討結果 

4月開催案 公園オープンのタイミン

グに合わせやすく、開園

時の印象を持たせやす

い。 

準備期間が短く、利用で

きる会場も限定される。 

実施時期としては早く、十

分な準備が難しい。 

6月開催案 比較的早い時期に開催

できる。 

準備期間が短いことに加

え、梅雨の時期と重なる

可能性がある。 

天候リスクが高く、開催時

期としては適さない。 

8月開催案 芝生広場のオープン後

に開催でき、公園全体を

活用しやすい。オープニ

ングとしての認識も高め

やすい。 

猛暑の影響により、昼間

の長時間イベントが難し

い。特に子どもの参加に

配慮が必要となる。 

候補にはなるが、暑熱対

策上の課題が大きい。 

10月開催案 季節的に開催しやすく、

準備期間を十分に確保

できる。協働型公園とし

て内容を練りやすい。 

公園オープンから一定期

間が空く。他のイベントと

重なりやすい。 

総合的に見て最も現実的

な開催時期と整理した。 

 

比較の結果、十分な準備期間を確保でき、公園全体も活用しやすいことから、第 1 回地

域協働型イベントは 10 月を基本に検討することとしました。今後は、地域内外のイベント

との重複などを確認しながら、具体的な開催日を調整します。 

 

５－３ 二段階実施の考え方 

 

第 1 回地域協働型イベントを 10 月に開催する場合、公園の供用開始から期間が空きま

す。そのため、公園のオープン時と 10 月の 2 段階で催しを行う方向性を整理しました。 

 

段階 開催時期 位置づけ 主な内容 

第 1段階 公園の供用開始時 開園を地域と共有する場 テープカット、公園散策など 

第 2段階 10 月 地域協働による公園運営を実践

する場 

地域住民や運営団体による企

画・運営 
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５－４ 実施内容の整理 

 

2 月と 3 月のサポーター会議では、第 1 回地域協働型イベントで実施したい企画につい

て意見を出し合いました。 

検討では、新しい公園やコミュニティスペースの特徴を活かすこと、多様な世代が参加

できること、今後の地域主体の活動につながることを大切にしました。 

出された企画は、次の 9 つに分類しました。 

 

1.からだを動かす

企画 

2.親子・子ども向

けの遊び企画 

3.ステージ・鑑

賞・音楽企画 

4.芝生広場を活か

したゆったり系企

画 

5.ものづくり・体

験企画 

・3on3 

・ミニバスケット

大会 

・走ってはいけな

いバスケ 

・ドッチビー 

・ボッチャ、モル

ック 

・ウォーターバト

ル 

・SASUKE 

・地域対抗リレー 

・世代間リレー 

・青空ヨガ 

・筋トレ 

・シェイプアップ 

・ヨガ 

・ピラティス 

・自転車講習 

・親子フリー遊び

場イベント 

・親子宝さがしゲ

ーム 

・100 人でだるま

さんがころんだ 

・いろおに 

・長ベンチでフル

ーツバスケット 

・たこ上げ 

・スタンプラリー 

・ポイントラリー 

・伝言リレーゲー

ム 

・遊具の使い方ツ

アー 

・遊具やコートの

説明・レクチャー 

・カラオケ大会 

・夜の映画鑑賞 

・ステージ映画 

・ステージ音楽祭 

・音を楽しむ企画 

・音楽 

・尼西 OB 歌 

・ムコムコさん

（ご当地アイド

ル） 

・福留さん（元

AKB）を呼びたい 

・芝生ピクニック 

・ただ本を読む 

・芝生でヨガ or

ピラティス 

・カフェ 

・灯りのイベン

ト、キャンドル 

・季節の花と草花

を楽しめる場 

・木のスプーンづ

くり 

・旧公園の木を使

ったものづくり 

・手あみ系（かぎ

針） 

・キャンドルづく

り 

・みんなでお絵描

き 

・プロペラゴム飛

行機 

・ペットボトルロ

ケット大会 

     

6.マルシェ・出

店・にぎわい企画 

7.地域交流・多世

代交流企画 

8.動物・自然に関

する企画 

9.開園記念・オー

プニング企画 

 

・縁日 

・フリーマーケッ

ト 

・夜店 

・マルシェ 

・キッチンカー 

・地元の野菜売り 

・もちつき 

・BBQ 

・麻雀 

・音遊び、伝承コ

ーナー 

・多世代交流企画 

・子どもの服のお

ゆずり、リユース 

・子育て相談 

・盆おどり 

・婦人部との連携 

・公園ツアー 

・オリエンテーリ

ング 

 

 

 

・ドッグラン 

・ペットの避難所 

・保護猫犬譲渡会 

・犬以外の小動物

と出合う場 

・移動動物園 

・草花を楽しめる

場 

・植樹されている

木の名前発見ラリ

ー 

・公園オープン前

の大そうじ 

・テープカット 

・周辺の幼稚園、

保育園の招待 

・オープニング音

楽 

・公園ツアー 
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５－５ オープン後の運営を見据えた公園利用ルールの検討 

 

（新）南の口公園の供用開始後を見据え、日常的な

公園利用のルールについて検討しました。 

公園の利用形態は、次の 3 つに整理できます。 

 

・日常的に公園を楽しむ「自由利用」 

・ライブ、撮影、販売などを行う「行為利用」 

・一定の場所を継続的に使用する「占用利用」 

 

今回の検討では、主に「自由利用」に関するルール

を対象としました。 

 

新しい公園の主な利用空間は、芝生広場、多目的

広場、バスケットボールコート、遊具広場の 4 つで

す。それぞれ使い方が異なるため、空間の特徴に応じ

たルールを検討することとしました。中でも、利用者

同士の調整や近隣への配慮が必要となるバスケットボ

ールコートについて、先行して検討しました。 

ルールは、サポーター会議で意見を出し、コア会

議で論点を整理したうえで、行政が決定します。その

後、実際に運用し、必要に応じて見直します。 

 

 

バスケットボールコートについては、他都市の事例も参考に、利用時間、譲り合い、禁止事

項、迷惑行為、ゴミ、ペットなどの扱いを検討しました。また、ゴミの持ち帰りや火気の禁止

などは、公園全体に共通するルールとして整理する必要があります。 

今後は、実際の利用状況を確かめながら、芝生広場、多目的広場、遊具広場についても、段階

的にルールを整えていきます。  
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第６章 広報・情報発信支援 

 

６－１ ワークショップチラシの作成 

各回のサポーター会議に向けて、新規参加者を募集するチラシを作成し、尼崎市及び（新）

南の口公園のホームページに掲載しました。 

また、今年度初回のサポーター会議については、周辺住宅へのポスティングや公共施設へ

のチラシ設置も行い、地域住民への周知を図りました。 
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６－２ 社会実験チラシ・ポスターの作成 

南の口公園のお別れ会に向けて、周辺住民や、かつて公園を利用していた人の参加を促す

ため、チラシ及びポスターを作成しました。 

尼崎市及び（新）南の口公園のホームページに掲載したほか、近隣の小学校や公共施設な

どにもチラシを設置し、広く参加を呼びかけました。 

 

＜チラシ表面＞ 
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＜チラシ裏面＞ 
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＜ポスター＞ 
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６－３ ウェブページの作成 

（新）南の口公園の開園に向けた取り組

みを発信するため、専用のホームページを

作成しました。サポーター会議や社会実験

など、協働型公園の実現に向けた取り組み

を継続的に紹介できる構成としています。 

今年度は事業者がホームページを運営

しましたが、次年度以降は行政やサポータ

ー会議の参加者が更新できるよう、CMS（コ

ンテンツ管理システム）として WordPress

を導入しました。これにより、記事の投稿

や情報の更新を手軽に行える環境を整備

しました。 
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第７章 総括 

 

７－１ 今年度業務の成果 

今年度は、新たな運営団体の立ち上げに向けた検討を進めるとともに、社会実験、オー

プニングイベントの準備、広報・情報発信に取り組みました。これらを通じて、地域と行政

が協働して公園を運営していくための、基礎的な考え方と今後の方向性を整理しました。 

 

（1）運営体制に関する考え方の共有 

サポーター会議やコア会議を通じて、活動理念、団体会則、年間活動スケジュール、運

営の仕組みなどを検討しました。その中で、公園をさまざまな人が過ごし、できる範囲で関

わりながら、地域の居場所として育てていく方向性を共有しました。 

 

（2）社会実験を通じた公園活用の検証 

南の口公園のお別れ会を、サポーター会議の参加者とともに企画・実施しました。当日

の運営やアンケート調査を通じて、地域の人々の関心、公園で行いやすい活動、必要な配慮

などを確認しました。今後の公園活用や利用ルールを考えるうえで、具体的な経験を得る機

会となりました。 

 

（3）供用開始後を見据えた準備 

公園の供用開始時に簡易なセレモニーを行うとともに、10 月には地域住民や運営団体が

関わる「第 1 回地域協働型イベント」を開催するという、二段階での実施方針を整理しまし

た。あわせて、公園の利用ルールについても、実際の利用状況を踏まえて見直していく考え

方を確認しました。 

 

（4）広報・情報発信の基盤整備 

サポーター会議や社会実験のチラシ・ポスターを作成するとともに、（新）南の口公園の

ホームページを開設しました。イベント情報だけでなく、公園づくりの経過や活動の考え方

を継続的に伝え、新たに関わる人との接点をつくるための基盤を整えました。 

 

 

７－２ 今後の課題 

今年度の取り組みにより、協働による公園運営に向けた基礎的な考え方が整理されまし

た。今後は、現在関わっている人だけでなく、これから新たに参画する人も含め、多様な市

民が無理なく関われる運営の仕組みを整えていく必要があります。 
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（1）参画する市民が関わりやすい運営体制づくり 

現在の参加者や今後新たに参画する市民が、それぞれの状況に応じて関われる運営体制

を整えることが必要です。継続的に運営に関わる人、活動ごとに協力する人、企画を提案す

る人など、さまざまな関わり方を認めながら、役割分担や意思決定の方法を検討していくこ

とが重要です。 

 

（2）対話と実践を通じた運営方法の検討 

会議の進め方や活動のつくり方については、現在の参加者だけで決めてしまうのではな

く、今後参画する市民の意見も取り入れながら、実践を通じて見直していくことが大切で

す。小規模な活動を重ね、その経験や課題を共有しながら、この公園に合った運営方法を探

っていく必要があります。 

 

（3）多様な市民の声を取り入れる機会づくり 

現在の参加者に加えて、子どもや若者、子育て世帯、近隣住民、地域団体、公園を新た

に利用する人など、幅広い立場の声を取り入れていくことが重要です。 

会議への継続的な参加だけを求めるのではなく、アンケート、個別の対話、日常的な声

かけなど、関わりやすい方法を組み合わせる必要があります。 

 

（4）活動を支える資源とルールの整理 

現在及び今後参画する市民が活動しやすいよう、利用できる場所や備品、必要な手続

き、活動費などについて分かりやすく整理する必要があります。 

あわせて、行政と運営団体の役割や、資金の得方・使い方、会計処理などについても、

関係者が理解しやすく、信頼できる仕組みを整えることが重要です。 

 

（5）公園への多様な関わり方を伝えること 

公園で活動したい人が、相談先や必要な手続き、利用できる場所や条件を理解できるよ

うにする必要があります。また、「利用する」「活動に参加する」「企画する」「運営に関わ

る」など、さまざまな関わり方があり、自分に合った方法を選べることを伝えていくことも

重要です。 

 

（6）「お客さまではなく仲間」という考え方の共有 

この公園では、活動に参加する人を、一方的にサービスを受ける「お客さま」ではな

く、それぞれのできる範囲で場をともにつくる「仲間」として捉えることを大切にします。 

ただし、すべての人に活動への参加や役割を求めるものではありません。公園で自由に

過ごす人、活動に参加する人、企画や運営に関わる人など、それぞれの関わり方を尊重しな

がら、関心を持った人が無理なく一歩踏み出せる環境を整えていくことが重要です。  
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７－３ 次年度に向けた方向性 

次年度は、公園の供用が開始され、利用できる空間や運用条件が具体的になることを踏

まえ、今年度に整理した考え方を実際の運営につなげていきます。 

 

（1）協働による会議運営の実践 

サポーター、コアメンバー、行政、支援者が役割を分担しながら、会議の企画、進行、

意思決定を行います。実践を通じて、それぞれが無理なく参加できる会議の進め方や、運営

団体と行政との連携方法を整えていきます。 

 

（2）小規模な活動の実施 

大きなイベントだけでなく、公園の日常的な利用につながる小規模な活動を実施しま

す。企画した人だけでなく、参加者もできる範囲で関われる余地を設け、活動後には成果や

課題を振り返ります。 

 

（3）地域の団体や関係機関との対話 

公園の整備内容を示しながら、地域の活動団体、学校、関係機関などと個別に意見交換

を行います。公園でできることや連携の可能性だけでなく、活動に必要な条件や周辺への配

慮についても確認し、供用開始後の利用につなげます。 

 

（4）利用ルールと相談の仕組みづくり 

日常利用とイベント利用の違い、行政と運営団体の役割、相談窓口、活動開始までの流

れなどを整理します。利用ルールは実際の利用状況を見ながら検証し、必要に応じて見直し

ていきます。ルールを守ってもらうための情報だけでなく、公園でできることや楽しみ方も

あわせて伝えます。 

 

（5）広報・情報発信の継続 

チラシ、ホームページ、SNS、口コミ、地域団体や学校を通じた案内などを、目的に応じ

て使い分けます。イベントの周知に加え、公園づくりの経過、活動への参加方法、日常的な

公園の使い方などを発信し、多様な人が自分に合った方法で関われる環境をつくります。 


